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師崎層群山海層は、愛知県知多半島南部に分布する中新統の地層である。山海層から

は深海性の魚類、棘皮動物、甲殻類などの多様な化石が発見されることで知られており、

古くから古生物学的研究が数多く行われてきた。特に、一部の深海魚には通常であれば

化石として保存されない眼や発光器などの腐敗によって失われやすい組織が保存され

ている。このことは軟組織が腐敗によって失われるまでの期間（一般的に数日～数ヶ月）

に軟組織が化石化したことを示す。しかし、この保存良好な化石群がどのような過程を

経て化石化したのかは未解明である。本研究では生物が化石化する過程の解明および化

石化過程における元素の移動・固定反応の定量的解析を目指す。さらに、化石化過程に

伴う元素移動のマスバランス評価を行い、生体の地層埋没後の元素移動プロセスを解明

する。このような知見は地下環境での物質（元素）循環の理解に重要であるばかりでな

く、将来的には、二酸化炭素地下貯留や放射性廃棄物の地下隔離処分などの長期元素隔

離技術に応用可能であると考えている。 

化石化過程での元素移動プロセスを明らかにするために、化石表面の元素マッピング

（X 線顕微鏡分析）と鉱物同定（ラマン分光分析、SEM 観察）を実施した。さらに、

各組織に特徴的な元素の濃集状態を定量的に評価するために、岩石試料（化石、母岩）

及び現生魚類に含まれる元素の定量分析（ICP-MS分析）を行った。 

 X 線顕微鏡分析の結果、硬組織には P と Ca が、もともと軟組織だったと考えられる

部分には Fe、S、Ti の分布が特徴的であった。鉱物同定の結果、硬組織にはフルオロア

パタイトが、軟組織には黄鉄鉱（フランボイダルパイライト）、磁鉄鉱、鉄酸化物が存

在していた。この結果は X線顕微鏡分析の結果と整合的である。また、フランボイダル

パイライトは還元環境の指標となることが知られており、化石化過程で還元環境を経た

ことが示唆される。元素の定量分析の結果、Al、Ti、 Mn、 Fe は化石を含む岩石試料

には豊富に含まれるが、現生魚類にはほとんど確認できていない。この結果は、これら

の元素は生体由来ではなく、外部環境（堆積物、間隙水）由来であることを示唆する。

一方、P と Ca は岩石試料にはほとんど含まれておらず、現生魚類試料、特に椎骨及び

頭骨に豊富に含まれていた。P と Ca は外部環境に由来するものではなく、生体がもと

もと持っていた元素が化石として保存されていると考えられる。 
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